
吸収合併に係る事前開示書面

(会社法第794条第1項及び会社法施行規則第 191条に基づく書面)

当社は、 2021年4月1日を効力発生日として、当社を吸収合併存続会社とし、株式会社曙

ブレーキ中央技術研究所、株式会社曙アドバンスドエンジニアリング及び株式会社ネオスト

リートを吸収合併消滅会社とする吸収合併(以下「本合併」という。)を行うことを決定いた

しました。

会社法第794条第1項及び会社法施行規則第 191条に基づき、本合併に際して開示すべき

事項は下記のとおりです。

東京都中央区日本橋小網町 19番5号

曙ブレーキエ業株式会社

代表取締役社長宮地康弘
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2021年1月29日

吸収合併契約の内容

2020年12月17日付で、当社と、株式会社曙ブレーキ中央技術研究所、株式会社曙ア

ドバンスドエンジニアリング及び株式会社ネオストリートが締結した吸収合併契約書は

別紙1のとおりです。

2 合併対価の相当性に関する事項

当社は、株式会社曙ブレーキ中央技術研究所、株式会社曙アドバンスドエンジニアリ

ング及び株式会社ネオストリートの発行済株式の全部を所有しているため、本合併に際

しての対価の交付は行わないことといたしました。

即

記

3 吸収合併に係る新株予約権の定めの相当性に関する事項

該当事項はありません。

4 吸収合併消滅会社の最終事業年度に係る計算書類等

別紙2 「株式会社曙ブレーキ中央技術研究所の計算書類等」

別紙3 「株式会社曙アドバンスドエンジニアリングの計算書類等

別紙4 「株式会社ネオストリートの計算書類等」をご参照くださ



吸収合併消滅会社の最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務の負

担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象の内容

該当事項はありません。

6 吸収合併存続会社の最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務の負

担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象の内容

該当事項はありません。

債務の履行の見込みに関する事項

本合併効力発生日時点における当社の資産の額は、負債の額を十分に上回ることが見

込まれます。また本合併後の当社の収益状況及びキャッシュ・フローの状況について、

当社の債務の履行に支障を及ぼすような事態は、現在のところ予測されておりません。

以上により、本合併後の当社の債務について、履行の見込みがあると判断いたします。

以上



（別紙１） 
合併契約書 

 

 

 

  



曙ブレーキエ業株式会社(以下「甲」という。)、株式会社曙ブレーキ中央技術研究所(以

下「乙」という。)、株式会社曙アドバンスドエンジニアリング(以下「丙」という。)及び

株式会社ネオストリート(以下「丁」という。)は、以下のとおり合併契約を締結する。

第1条(合併の方法)

甲、乙、丙及び丁は、次のとおり合併することとし(以下、各合併を総称して「本件

合併」という。)、それぞれの合併の効力は他に影粋しない。

(1)甲及び乙は合併して、甲は存続し、乙は解散する。

(2)甲及び丙は合併して、甲は存続し、丙は解散する。

(3)甲及び丁は合併して、甲は存続し、丁は解散する。

併契約

2 本契約当事者の商号及び住所は次のとおりである。

(甲)吸収合併存続会社

商号:曙ブレーキエ業株式会社

住所:東京都中央区日本橋小網町19番5号

(乙)吸収合併消滅会社

商号:株式会社曙ブレーキ中央技術研究所

住所:埼玉県羽生市東五丁目4番71号

(丙)吸収合併消滅会社

商号:株式会社曙アドバンスドエンジニアリング

住所:埼玉県羽生市東五丁目4番71号

(丁)吸収合併消滅会社

商号:株式会社ネオストリート

住所:埼玉県羽生市東五丁目4番71号

0,000

第2条(効力発生日)

本件合併が効力を生ずる日(以下「効力発生日」という。)は、 2021年4月1日とす

る。伯し、手続きの進行に応じ必要があるときは、各契約当事者問で協議の上、それぞ

れの期日を変更することができる。

第3条(本件合併に際して交付する金銭等)

甲は、乙、丙及び丁の発行済株式全てを所有しており、本件合併では一切の対価を交

付しない。

書合



第4条(資本金及び準備金の額に関する事項)

本件合併に際して甲の資本金及び準備金の額は増加しな

第5条(合併承認株主総会)

甲は、会社法第796条第2項の規定に基づき、本契約について同法第795条第1項の

株主総会の承認を受けることなく合併する。

2.乙、丙及び丁は、会社法第 784 条第1項の規定に基づき、本契約について同法第

7器条第1項の株主総会の承認を受けることなく合併する。

第6条(従業員の処遇)

甲は、効力発生日において、各吸収合併消滅会社の全従業員を甲の従業員として引き継

ぐものとし、その処遇については別途、吸収合併存続会社と各吸収合併消滅会社との間で

協議の上、これを決定する。

第7条(会社財産の引継ぎ)

甲は、効力発生日において、各吸収合併消滅会社の一切の資産、負債その他権利義務を

承継する。

第8条(会社財産の管理等)

各契約当事者は、本契約締結後、効力発生日に至るまで、善良なる管理者としての注意

義務をもって、それぞれの事業を執行するものとし、その財産及び権利義務に重大な影響

を及ぼす行為を行う場合には、あらかじめ契約当事者問でそれぞれ協議の上、合併条件を

変更し、または本契約を解除することができる。

第9条(合併条件の変更及び本契約の解除)

本契約締結の日から効力発生日に至るまでの間において、天災地変その他の事由により、

契約当事者の資産状態もしくは経営状態に重大な変動が生じたとき、または各合併の実行

に重大な支障となる事態が生じたときは、契約当事者問でそれぞれ協議の上、合併の条件

を変更しまたは本契約を解除することができる。

第 10条(協議事項)

本契約に定める事項のほか、

約当事者間で誠実に協議の上、

以上を証するため、本書1通を作成し、甲が保有し、乙、丙及び丁は原本の写しを保有

する。

本件合併に関し必要な事項は、本契約の趣旨に従い、各契

これを決定する。
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2020年12月17日

甲東京都中央区日本橋小網町19番5号

、立加{区一1興又
＼避_ル,

乙 埼玉県羽生市東五丁目4番71号

株式会社曙ブレーキ中央技術る

代表取締役社長泉原敏孝

丙 埼玉県羽生市東五丁目4番71号

株式会社曙アドバンス

代表取締役社長戸塚

丁 埼玉県羽生市東五丁目4番71号

株式会社ネオストリート ご

孝代表取締役社長佐久問
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（別紙２）  

 
株式会社曙ブレーキ中央技術研究所の最終事業年度に係る計算書類等 

 

   事業報告（2019 年４月１日から 2020 年３月 31日まで） 
   貸借対照表（2020 年３月 31 日現在） 
   損益計算書（2019 年４月１日から 2020 年３月 31 日まで） 

   株主資本等変動計算書（2019 年４月１日から 2020 年３月 31日まで） 

   個別注記表 
   監査報告 

 

  



臺一業」報^
絢 2019年4月1日至 2020年3月31日)

他)設備投資等の状況

曙ブレーキエ業株式会社より貸与している設備の老朽と研究課題に合わなくなり
設備5点を廃却し、運搬具1点を売却しました。

③資金調達の状況

重要な資金調達はありません。
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(8)従業員の状況

区分
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2020年3月31日現在
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株式会社曙ブレーキ中央技術研究所

上高
上原価
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当期首残高

当期変動額

新株の発行

別途積立金の積立て
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個別注記表

1.重要な会計方針に閲する注記

(1)固定資産の減価償却の方法

【有形固定資産(リース資産を除く)1
定額法を採用しております。

【無形固定資産(リース資産を除く)】
定額法を採用して船ります。

なお、ソフトゥエア(自社利用分)にっいては、社内における利用可能期間(5年問)に基づ
く定額法を採用して船ります。

(2)引当金の計上基準

{賞与引当金】

従業員に対して支給する賞与の見込額のうち、当事業年度の末日において負担すべき見積額
計上しております。

【退職給付引当金】

従業員の退職給付に備えるため当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額1
基づき、当事業年度の末日において発生していると認められる額を計上しております。

3)その他計算書頚の作成のための基本となる重要な事項
【消費税等の会計処理】

消費税及ぴ地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

2,株主資本等変動計算書に関する注記

(1)当事業年度末における発行済株式数
普通株式 200,000 株

(2)当事業年度末における自己株式数

普通株式 0株



私は、 2019年4月1日から2020年3月31日までの第47期事業年度の取締

役の職務の執行を監査いたしました。

1

監査報告書

監査の方法及びその内容

私は、取締役及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境

の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び

使用人等からその職務の執行にっいて報告を受け、必要に応じて説明を求め、

重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査するとともに、これ

らの力法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書にっい

て検討いたしました。

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係

る計算書類(貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記

表)及びその附属明細書について検討いたしました。

2. 監査の結果

(D 事業報告等の監査結果

事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況
正しく示しているものと認めます。

取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違^

反する重大な事実は認められません。

2020年6月24日

株式会社曙ブレーキ中央技術研究所

監査役両打え、ー

(2)計算書類及びその附属明細書の監査結果

計算書類及びその附属明細書は、会社の財産及び損益の状況をすべての重

要な点において適圧に表示しているものと認めます。

)戻
)

尾
へ



偶嚇氏3)

株式会社曙アドバンスドエンジニアリングの最終事業年度に係る計算書類等

事業報告(2019年4月1日から 2020年3月31日まで)

貸借対照表(2020年3月31B現在)

損益計算書(2019年4月1日から 2020年3月31日まで)

株主資本等変動計算書(2019年4月1日から2020年3門 31日まで)

個別注記表

監査報告



当事業年度における当社は高性能ブレーキ開発に取り組み、以下の研究開発を実施しました
主な取組み結果の概要は下記の通りとなります。

a,レース用ブレーキ開発を通じた技術開発
OF1用ブレーキ開発

背景・狙い

量産車とは異なる別次元の高速・高負荷対応及び軽量化・冷却性に優れたブレーキ技術
開発を行い、将来の差別化した製品開発につなげるために取組みを実施。

2』_、^
キャリパ

・更なるノックバック性能を向上。
摩耗追従性など他の性能に影縛が出ない限界のシールしめしろ設定を見出し
ピストン摺動抵抗を上げた。

マスタシリンダ

・ドライバーのブレーキ操作志向に対応した仕様を新規開発
ブレーキペダル操作に対する冗長性を高めるため、高プリロードを設定。

メンテナンス(実走行による変化確認、品質活動)
・ 20 19年シーズンは、のべ242キャリパ、 43 マスタシリンダ、
15アキュムレータ、 28BBWマスタシリンダのメンテナンスを実施

・品質問題発生0件

事_業_^

絢 2019年4月1日至 2020年3月31日)

OWEC用ブレーキ開発
背景・狙い

高速・高負荷に対応した軽量・高剛性キャリパの開発よりブレーキ基礎技術を高め
20 19年度逢捗

2020-2021新レギュレーション(ハイパーカー)用キャリパを新規開発
・4輪回生から前2輪回生に対応(摩擦材容量増対応、シリンダサイズ設定)
・軽量・高剛性及び性能安定性を確立したブレーキ開発完了、チーム供給決定

主要課題・今後の展開

・実車評価によるブレーキ仕様と性能安定性の見極め
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第1号議案

2020年3月31日現在

株式会社曙アドバンスドエンジニアリング

科 目 金額
(資産の部)
流動資産
1.現金及び預

取手 二

ノ

炉
10.

11

固

有 升

1.建

2.1菁

3.機械

4.車鞆

5.工具

△ 960,533

0

△ 960,533

△ 960,聡3

3,102,849

0

5,453,787

1,535,

310,腿7,

科 目

(負債の部)

354,336,594 流動負債
1.支 払手 形

掛2,買 金
3.短4,459,164 期 日入 金

4.一年内返済長期借入金
フ,938,582 払 金

払 消費税 等
払 法人税 等

1,426, 払費 用

頁 金り
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資本金
資本剰余金

資本準備金

その他資本剰余金
利益剰余金

利益準備金

その他利益剰余金
別途積立金

繰越利益剰余金
自己株式

2,947, ・換算差額等
その他有価証券評価差額金
繰延へッジ損益

^
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第1号議案

自 2019年4月1日
至 2020年3月31日

株式会社曙アドバンスドエンジニアリング

科目
売

上 、

^

利益(△損失)
販売費及び一般管理費

゛^

利益(△損失)
営 業 益

受1. 取 利息
2. 又取配"

その他の営業外収益
費用

ム 利 自

その他の営業外費用
利 (△損失)吊
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却益又
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妾
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^

^
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経
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3. 他の特別
別
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0
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当期首残高

当期変動額

新株の発行

別途按立金の積立て

利益準備金の積立て

剰余金の配当

当期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当期変動額合計

当期末残高

●^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

^^^^●^^^^^^^^^^^^^^^^■■^^^

.^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^■.^^

●^^^^^^^^^^^^■^^^■^^^^...^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^^^^司^^^■■■^^

当期首残高

当期変動額

新株の発行

別途積立金の積立て

利益準備金の積立て

剰余金の配当

当期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当期変動額合計

当期末残高

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^.^^^^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^■^^一■■■

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^■.^^^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^



第1号議案

個別注記表

1.重要な会計方針に関する注記

a)資産の評価基準及び評価方法

【たな卸資産の評価基準及び評価方法】
製品及び仕掛品総平均法による原価法
原材料及び貯蔵品総平均法による原価法

(貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)
【有価証券の評価基準及び評価方法】
その他有価証券

時価のあるもの決算日前1ケ月の市場価格等の平均価格に基づく時価法
(評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法に
より算定)

時価のないもの移動平均法による原価法

(2)固定資産の減価償却の方法

(有形固定資産ωース資産を除く)】
定額法を採用しております。

【無形固定資産ωース資産を除く)】
定額法を採用しております。

なお、ソフトゥエア(自社利用分)にっいては、社内における利用可能期問(5年問)に基づ
く定額法を採用しております。

【リース資産】

リース期問定額法を採用しております。

(3)引当金の計上基準

【貸倒引当金】

債権の貸倒れによる損失に備えるため一般債権にっいては、貸倒突績率により、貸倒懸念債権
等特定の債権にっいては、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

【賞与引当金】

従業員に対して支給する賞与の見込額のうち、当事業年度の末日において負担すべき見積額
計上しております。

【退職給付引当金】

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付偵務及び年金資産の見込額1
基づき、当事業年度の末日において発生していると認められる額を計上しております。

姓)その他計算楙類の作成のための基本となる重要な事項
【消費税等の会計処理】

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

2,株主資本等変動計算書に関する注記

(1)当事業年度末における発行済株式数
普通株式 600 株

(2)当事業年度末における宵己株式数
普通株式 0株



私は、 2019年4月1日から2020年3月31日までの第6期事業年度の取締

役の職務の執行を監査いたしました。

1.監査の方法及びその内容

私は、取締役及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境

の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び

使用人等からその職務の執行にっいて報告を受け、必要に応じて説明を求め、

重要な決裁書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査するとともに、これ

らの方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書にっい
て検討いたしました。

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の訓査を行い、当該事業年度に係

る計算書類佐捌昔対照表、損益計算書、株主資木等変動計算書及び個別注記

表)及びその附属明細書について検討いたしました。

監査報告書

2、 監査の結果

(1)事業報告等の監査結果

事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い会社の状況を
正しく示しているものと認めます。

取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違
反する重大な事実は認められません。

2)計算書類及びその附属明細書の監査結果

計算誇類及びその附属明細書は、会社の財産及び損益の状況をすべての重

要な点において適正に表示しているものと認めます。

2020年6月17日

株式会社曙アドバンスドエンジニアリング

監査役,可オ'1'入



拐嚇氏4)

株式会社ネオストリートの最終事業年度に係る計算書類等

事業報告(2019年4月1日から 2020年3月31日まで)

貸借対照表(2舵0年3月31a現在)

損益計算書(2019年4月1日から 2020年3月31日まで)

株主資本等変動計算書(2019年4月1日から 2020年3月31日まで)
個別注記表

監査報告



臺上業上^
伯 2019年4月1日至 2020年3月31日)

当事業年度の売上高は、フ.0百万円増加(+105.0%)の13.6百万円占なりました。主な商品
別の売上高では、 P/P販売5.4百万円増加(+176.9%)の8.5百万円、ブレーキシュー1.5百万円
増加(+50.フ%)の4.5百万円、ライニング・その他の商品にて0.6百万円となってぃます。 P/P
販売が増加した要因は、売'高確保が難しい状況にあったことから前半に集中的な販売殆動
を実施したこと。次いでブレーキシューの増加要因は当社の値上げによる買い込み需要が発
生したことにより増加しました。

これらの商品仕入高が5.6百万円増加のH.0百万円となりました。これにより売上総利益は
1.3百万円増加の2.6百万円となり、これに販売費及び一般管理費が0.2百万円増加の1.0百万
円となり、営業利益は1.0百万円増加の1.6百万円となりました。これに別段の営業外損益.
特別損益の発生がなく、法人税及び法人税調整額が0.7百万円発生し当期純利益は、0.7百万
円増加の0.9百万円となりました。"

このように当期純利益が少額なため、前年に引き続き当期の株主配当は無配とし内部留保
とさせて頂きます。

(2)設備投資等の状況

当期の設備投資の発生はありませんでした。また固定資産の保有もありませんでした。

(3)資金調達の状況

前期の借入金の残高、また当期外部からの資金調達もありませんでした。

(4)対処すべき課頴

対処すべき課題は、以下のとおりです。
当社は補修品事業部門と一体となった事業展開を狙い、これまでに展開されてぃない市

場や既存商流に縛られないビジネスモデルの為の情報収集や実現の追求を行い新しい価値
と相乗効果の創出、また収益では独立性の確保を目指して行きます。

インターネットビジネス情報の収集による補修品ビジネスへの情報支援1,

ネツトビジネスを主体に情報を収集して補修品ビジネスで対応されてぃないネッ ト市
場の動向把握。
①ネット会社訪問による情報収集活動の実施(2020/6~10) 0

②ネットビジネス戦略の補修品ビジネスへの提案(2020/12) 0

2,インターネットを活用した新しいビジネスモデルの検討及び実施
①オーナーズクラブ向け超旧型車向けPADの販売による可能性の確認(2020/10~

2021/2) 0

②他社サイトへの出店によるPADやブレーキ部品の販売検討実施 (2叱0/8~12) 0

③新構造ブレーキキャリパーのネット販売の実施(2021/3~)。
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販売価格改定に伴い減少した収益対策
①既存顧客向けマーケティング実施よる拡販余地確認(~2020/9)
②新規取引先2軒の開拓(~2020/12)。ハー
③新構造ブレーキキャリパー販売りアル店開拓(2促0/10~2021/3)

上 高クロ

経常利益又は
経常損失(△)

当期純利益
又は当期純損失(△)

1株当たり当期純利益又
は当期純損失(△)

総 資 産

純 資 産

=^

区 分
第17期

(2017年3月期)

34

第18期
(20玲年3月期)

6

曙ブレーキエ業株式会社は、当社の総議決権数の船.3%を保有しております。
株主名 保有株数 構成比

曙ブレーキエ業株式会社 280 93.3%
佐久問孝義 20 6.フ%

合計 300 100.0%

a注要な事業内容

事業内容 主要製品
①自動車部品販売 ブレーキパッ ド&シュー、ブレーキ部品
②インターネット通信販売 ブレーキパッ ド&シュー

③情報処理・情報サービス システム運営 ・製作・保守サービス

盤鱸差^

(単位 人)
、、

区 2019年3月期 増 減2020年3月期

正社員
臨時・嘱託・派遣

号十

ナ

2,239円

^

第19期
(2019年3月期)

14

66

(単位:百万円)
第20期(当期)
(2020年3月期)

37

1,562円

50

0

7

0

22

434円

50

0

14

2

22

2,845円

54

23

0
 
0
 
0

0
 
0
 
0

0
 
0
 
0



株式会社ネオストリート

科 目

(資産の部)
流動資産

現金及ぴ預金
取手形

掛 金

料、

ノ

繰

27,323,944

27,323,944

収入

正税金

他 "ル

倒引'

定資

形固定資産
建

減価償却累計額
2.構

減価償却累計額
3.機械 装

減価償却累計額
4.車輔及ぴ運搬貝

減価償却累計額
5.工具・器具及ぴ備品

減価償却累計額
6

仮勘 定

資産
ウェア

、

その他無形固定資産
の他の資産

有価証券
預け 金

則払
^

用

税金 産

他投資 産

資産

負

(純資産の部)
株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金

その他資本剰余金
利益剰余金
利益準備金

その他利益剰余金
別途積立金

繰越利益剰余金
自己株式

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金
繰延へッジ損益
純資 合

純資

'主

2020年3月31日現在

10

11

固

有

0

8,113,480

3,466,000

4,647,480
0

金

M2,449

180,000

66,396

44,159,996
40,698,000

3,461,996

額

53,649,293 負

科

(負債の部)
流動

23.113.480

53,649.293

30,535,813

23,113,480
15,000,000

9,489.2釘

目

9,4鵠,297
0

'

0

0

(単位:円)
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株式会社ネオストリート

売上高
冗上原価

冗上総利益(△損失)
販売費及び一般管理費
営業利益(△損失)

営業外収益
1. 匡昆

取利息
2. エエ 取配当金

その他の営業外収益
費用

自 2019年4月1日
至 2020年3月31日

科

言

目

30,850

1,郭4,121

営 業

1.

2.

経

別

1. 資 却益売

投資有価2. 証券売却益

他3.その他 特別利益
別損失
1.固定資 売廃却 損古

2.減損 損 失

3.投資有価 証券評価 損
4.たな卸'4. 損妾、,産
5.5.災害に る損よ 失
6. 別損 失

税引前当期純利益(△損失)
法人税、住民税及び事業税
'局 税等
法 暑 整

純利当 損失)

397

0

197

ム 利息

その他の営業外費用
常利 (△損失)
」益特

0

30,舗0

特

金額

520,611

853,450

0

(単位:円)

1,554.121

180,060

13,600,905

1 1,010,196

2,590,709

1,006,332

1,584,3刀

594

0
 
0
 
0

0
0
0
0
0
0



当期首残高

当期変動額

新株の発行

別途積立金の梢立て

利益準備金の積立て

余金の配当

当期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当期変動額合計

当期末残高

^●●^^●^^●●^^.冒弔雫雫■.^^^..^..^^...^

':,

^^甲冒^弔■暑^^^■●●冒^^^^●..^.■^^^..
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当期首残高

当期変動額

新株の発行
^●^^^^甲■■冒◆◆弔弔●■●^^●一^●●●^^^■^■^.^^

別途積立金の積立て
^●■^^^●●^●●^^^^弔与■■暑^^..■..■...^..

利益準備金の積立て

剰余金の配当

当期純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

株主資本以外の項目
の当期変動額(純額)

当期変動額合計

当期末残高

'

資本剰余金
合計
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利益準備金
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0
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3.466.000

利益剰余金

その他利益剰余金

別途積立金利益

0 3.794.030
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個別注記表

1 重要な会計方針に関する注記

(1)資産の評価基準及び評価方法

【たな卸資産の評価基準及び評価方法】
商品及ぴ貯蔵品総平均法による原価法

(貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)

(2)引当金の計上基準

1役員退職慰労引当金】

役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規定に基づき期末要支紗額を計上して
おります。

(4)その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
【消費税等の会計処理】

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

2,株主資本等変動計算書に関する注記

(1)当事業年度末における発行済株式数
普通株式 300 株

(2)当事業年度末における自己株式数
普通株式 0株

(3)当事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項
価三当金の支払額】

当事業年度中において配当金の支払いはありませんでした

{基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの】
2020年6月29日開催の定時株主総会の議案として、期末配当に関する事項の提案はございません。



私は、 2019年4月1日から2020年3月31日までの第20期事業年度の取締役の職務の
執行を監査いたしました。

1.監査の方法及びその内容

私は、取締役と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に
努めるとともに、経営会議その他重要な会議に出席し、取締役からその
職務の執行にっいて報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁
書類等を閲覧し、業務及び財産の状況を羽査するとともに、これらの方
法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書にっいて
検討いたしました。"凹'

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度
に係る計算書類(貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び
個別注記表)及びその附属明細書にっいて検討いたしました。日

監査の結果

D 事業報告等の監査結果
事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、 会社の状、

況を正しく示しているものと認めます。
取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に、

違反する重大な事実は認められません。"'
2) 計算害類及びその附属明細書の監査結果

計算書類及びその附属明細書は、会社の財産及び損益の状況をすべて
の重要な点において適正に表示しているものと認めます。

監査報告書

2020年6月17日

株式会社ネオストリート

監査役石井哲也 1

一
二


